
 

 
 

平成２６年 ６月 ２０日 

海 上 保 安 庁 

来島海峡における新たな潮流情報の提供について 

 

 国内有数の急潮流で知られる来島海峡を対象に、シミュレーションに基づいた詳細

な潮流分布を図示する『来島海峡潮流情報』を、6月 20日よりインターネットで提供を

開始しました。 

 

１ 来島海峡を対象とした新たな潮流情報について 

瀬戸内海に位置する来島海峡は重要な航路のひとつですが、可航幅が狭く S字状に曲が

り、潮流がときに 10ノット（毎秒約 5m）に達するほど速く複雑に変化しているため操船

が難しく、船舶事故がしばしば発生する航海の難所となっています。 

 同航路では海上交通安全法により、潮流速度との関係で最低速力が義務付けられており、

航路外で潮流の変化を待つ船舶がいます。 

この度、航海の安全を向上させるため、様々な潮流観測データを基に潮流シミュレーシ

ョンを新たに構築し、潮流の詳細な分布を図示する『来島海峡潮流情報』をインターネッ

トで提供を開始しました。 

『来島海峡潮流情報』では、海峡内の任意の場所における潮流の向きや速さがわかるの

で、適切な操船により、海難事故の未然防止が期待されます。また、航海計画の際に自船

の速力にあった海峡通過時刻を決めることができ、円滑かつ経済的な航行ができるように

なります。 

 

２ 『来島海峡潮流情報』の特徴（別紙参照） 

【海域選択画面】 

① 海峡全域、海峡北部、海峡中央部、海峡南部の４つの海域から選択可能です。 

 

【潮流分布図表示画面】 

② 2013年 1月 1日から 2015年 12月 31日までの 10分毎の任意の時刻を選択可能です。 

③ 最も詳細な海峡中央部では 100m四方の単位毎に、潮流の流向を矢印で、流速を 1ノッ

ト毎に色を塗り分けて地図上に表示します。 

④ 画面右下のグラフでは、来島海峡中水道における 1日分の流速の変化を示します。 

⑤ 「動画表示」を選択すると 1日分の潮流が変化する様子をアニメーションで表示します。 

 

【現在地表示画面】 

⑥ スマートフォンやタブレット端末では、現在地表示モードを選択すると、閲覧者の位置

が画面に表示され、現在地の潮流が確認できます。 

 

お問い合わせ先 

海上保安庁海洋情報部環境調査課 
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３ 『来島海峡潮流情報』のＵＲＬ 

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TIDE/kurushima_tidal_current/internet_currpred/Kurushima/htmls/sele

ct_areamap.html 

 

 

 

 

 

地図１ 来島海峡の位置 

http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TIDE/kurushima_tidal_current/internet_currpred/Kurushima/htmls/select_areamap.html
http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/TIDE/kurushima_tidal_current/internet_currpred/Kurushima/htmls/select_areamap.html


 

別紙 

１．海上保安庁海洋情報部サイトトップから来島海峡潮流情報へのアクセス 

 



 

２．海域選択画面 

 

 

３．潮流分布図表示画面（PCから閲覧した場合の画面） 



 

４．現在地表示画面（スマートフォン・タブレット端末から閲覧した場合のみ） 

 


